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新成人おめでとうございます
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8月15日（月）に、お盆恒例の成人式が山村開発センター大
ホールで行なわれ、15人（男性3人・女性12人）が出席されま
した。
厳粛に式典が行なわれる中、森本村長の式辞に続き、阪谷議

会議長、岡田教育委員から温かい祝福の言葉が贈られました。
このあと、成人者を代表して

奥田恵理夏さんが、「感謝の気持ちを忘れずに、心の支
えである故郷天川村の繁栄を願い、社会の役に立てるよ
う努力します。」と謝辞を述べられました。
記念撮影の後、懇親会に移り、同級生や恩師の方々と

懐かしい時間を過ごしました。
また、思い出の写真をプロジェクターで紹介し、20年

間の歩みを一人ひとりが思い出しているようでした。

○自分の行動に責任を持ち、１日１日を大切に過ごしていきた
いです。
○もっと英語を上達させたい。
○夢のために、頑張ります。
○大学生活を楽しみながら夢に向かって進んでいきたいです。

○一番大切な家族がいる場所　　　○私にとって、天川村は癒しの場です。
○気が休まるところ。 ○天川村の山・川はエネルギーの源です。

あなたにとって天川村とは？

20歳の抱負

「20歳の抱負」「あなたにとって天川村とは？」は、新成人からいただいたアンケートより
抜粋させていただきました。

増谷　恵里子さん

奥田　恵理夏さん
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天 川 村 職 員 募 集
天川村では、次のとおり職員を募集します。

★ 職種・採用人員 一般事務職、採用予定人員若干名

★ 受験資格
（１）昭和61年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人
（２）地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。

・成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな
るまでの者
・天川村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の
団体を結成し、又はこれに加入した者

（３）日本国籍を有しない人については、在留活動に制限のない在留の資格を有する人に限
ります。

★ 受験申込先・受付期間
（１）申込先 〒638－0392 奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地

天川村役場総務課人事係
（２）期　間 平成23年９月１日（木）～９月20日（火）８：30～17：00

（ただし、土・日曜日、祝祭日は除く、郵送の場合は９月20日必着）

★ 受験手続
（１）試験申込書は、天川村役場総務課人事係で配布します。
※ 郵便による場合は、「採用試験申込用紙請求」と朱書した封筒に、宛先明記の返信用
封筒（90円切手を貼ったもの）を同封のうえ、天川村役場総務課人事係（〒638－0392

吉野郡天川村大字沢谷60番地）へ請求してください。
（２）受験申込の方法

受験希望者は、所定の志願書及び試験申込書に必要事項を記入し、天川村役場総務課
人事係に提出してください。
※ 郵便による場合は、封筒の表に必ず「職員採用受験」と朱書し、簡易書留又は配達記
録で郵送してください。
※　インターネット・メールによる受験申込はできません。

★ 試験日時・場所
（１）日　時 平成23年10月16日（日）

集合時間　午前８時40分　試験開始　午前９時
（２）場　所 天川村大字沢谷60番地　天川村山村開発センター

★ 問い合わせ 総務課人事係　1６３－０３２１
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平成23年度「差別をなくす村民集会」が７月15日（金）
山村開発センター大ホールで開催され、90人余りの参加が
ありました。
記念講演として財団法人反差別・人権研究所みえ　主任

研究員の松村元樹さんより「インターネットと人権」をテ
ーマとしてご講演いただきました。
内容といたしまして、インターネットや携帯電話の時代

を迎え、様々な便利さと引き換えに新しい形態の差別事象
や誹謗中傷などが後を絶たず深刻な問題となっている今日、
園・学校・家庭・地域の連帯と協働により一人ひとりの子どもが大人となり、親となり、保護者と
なったときまで見越した保育・教育の確立を実現しなくてはならいといったネット社会を生きてい
く私たちへ新たな問題を提起していただきました。

９月は、「高齢者保健福祉月間」です。近年、高齢化、少子化が急速に進み、大きな社会問題とな
っています。本村においても65歳以上の高齢者人口が全人口の41％を超えています。高齢者が生き
がいをもち、健康で安心して生活できる長寿社会をつくるためには、国民一人一人が高齢者の問題
を自分自身のものとして身近に理解し、家庭、地域社会、職場、学校等あらゆる場面で、適切に役
割を果たして行くことが必要です。このような観点から、この月間中に本村においても下記のとお
り社会福祉大会を開催します。みなさんお誘いあわせてご参加下さい。
◆日　時 平成23年９月15日（木）午前10時から　◆場　所 山村開発センター　大ホール
65歳以上の方に簡単な昼食を用意しています。午後は漫才等の余興を予定しておりますのでお楽しみ下さい。

なお、送迎バスを下記の時刻表により運行しますので、ご利用ください。

ありがたや　親よりうけし旅衣
洗ひきよむる　龍泉の水

恒例となっております龍泉寺燈花会が今年も開催されます。
龍泉寺の境内に約3,500個の燈花がともされ、一面に広がる燈花
は初秋の夕暮れにきらびやかな花を咲かせます。是非ご覧下さい。

日時：平成23年9月10日（土）開催（雨天順延）
当日タイムスケジュール

16：00～　集合・準備　　　　　　18：00～　点火　
17：30～　燈花会成満祈祷護摩　　21：00～　撤去作業　　

差別をなくす村民集会

社会福祉大会の開催について

龍泉寺燈花会のお知らせ
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平成23年６月26日執行の天川村農業委員会選挙において、次の10人が当選されました。

また、７月19日の天川村議会臨時会において、次の４人の方が推薦されました。

なお、会長は７月25日に開催しました農業委員会にて、指名推薦により森田久勝氏が選ばれまし
た。

７月23日（土）大淀町児童センターにおいて、吉野郡青少年指導員連絡協議会総会が開催されま
した。本村の中山三智弘指導員が出席し、平成22年度の事業実施報告、会計報告、監査報告並びに
平成23年度の活動方針、事業計画、予算案の議決が行われました。その後、研修会では、大淀町文
学散歩について、文学のまちづくりや文化・文化財で地域活性化を目指す大淀町の取組みについて、
大淀町教育委員会　松田 度さんに現地見学会を交えて説明を受けました。

本村は気温が低く、子ども達が水と親しむ期間が短いため、水泳技術の向上を目的に、８月１日
から８月５日まで、天川小学校に講師の先生を招いて短期水泳教室を開催しました。
今年は、天候が良くない日が続き２日間しか出来ませんでしたが、参加した子ども達は、水泳の

基礎を丁寧に教えていただき、楽しく練習できました。

中西　泰彦　氏（中越） 中西　愛司　　氏（川合） 根来　敬二　氏（中谷）

森田　久勝　氏（沢原） 辰巳　榮之助　氏（南日裏） 大前　房雄　氏（坪内）

弓場　昭　　氏（九尾） 森　　紀美雄　氏（和田） 澤村　貞一　氏（庵住）

西村　保幸　氏（山西）

奈良県農業協同組合より推薦 堀口　博　氏（北角）

阪本　正英　氏（洞川） 赤井　公司　氏（沖金）

堀川　享子　氏（栃尾） 鶴岡　壇定　氏（塩野）

5

天川村農業委員の選挙と推薦の結果について

平成23年度吉野郡青少年指導員連絡協議会総会・研修会に出席

短 期 水 泳 教 室 開 催
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中国・陝西歴史博物館において『日本考古展』が開催されます。この展覧会には、天川村の山上ヶ岳山

頂にある大峯山寺本堂の地下調査（1984年）で出土した数多くの文物の中から、黄金仏やガラス製瓦、鏡

（以上重要文化財）、銭弘俶塔（せんこうしゅくとう）（以上、全て大峰山寺所蔵）が出品されます。これら

は平安時代の宇多天皇や藤原道長などの貴族によって、個人だけでなく人々や社会の平和を願って大峯山

の神・仏に奉納された品々です。黄金仏は高さ３cmほどの小型の仏像で、日本では他にほとんど知られて

いません。また銭弘俶塔は、小型の塔で当時の中国からもたらされたものです。

奈良県は、県下市町村の協力を得て、中国の陝西歴史博物館において『日本考古展』を開催します。こ

の展覧会は、日本の発掘資料が初めて中国で展示される画期的な事業です。展示は、日本の歴史を語る奈

良県内出土の資料約240点（国宝・重要文化財を含む）で構成されます。

◆開催日程 平成23年年10月21日（金）～12月11日（日）

◆展示内容 旧石器・縄文・弥生時代。中国大陸からもたらされた文化を独自に昇華させ花開いた古墳・

飛鳥・奈良時代、そして平安時代の文物。『モノ』で古代の日中交流史を語る。

◆開催場所 陝西歴史博物館（陝西省西安市）

◆主　　催 奈良県・奈良県立橿原考古学研究所、中国陝西省・陝西歴史博物館

◆問い合わせ先 〒634－0065 奈良県橿原市畝傍町１

奈良県立橿原考古学研究所事業計画課（担当：橋本、大西）

10744－24－1101

※展覧会見学ツアーも予定しています。

天川村の出土品が中国へ！

日本考古展　－古都奈良出土考古文物精華展－

金製阿弥陀如来坐像

（きんせいあみだにょらいざぞう）

瑞花鴛鴦八稜鏡

（ずいかえんおうはちりょうきょう）

銭弘俶塔

（せんこうしゅくとう）
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天川村では、戸籍の作成や証明書の発行をより早く行い、行政サービスを向上させるため、戸籍の電算化の作業

に取り組んでいます。

戸籍は、制度ができてから、和紙で作られた戸籍原本をもとに、手書きやタイプライターによって事務処理が行

われてきたため、戸籍の諸証明の発行に時間がかかっていました。

コンピュータで管理することで、戸籍謄本
とうほん

・抄本
しょうほん

（電算化後は「全部・個人事項証明書」）の発行時間が短くな

り、証明書も見やすく、分かりやすくなるなど、行政サービスの向上につながります。

戸籍の証明書の様式が変わります。

現在の縦書きによる文章の記載から、Ａ4サイズの横書きで、

項目ごとの記載となります。

電算化前に使用されていた戸籍は「平成改製原戸籍」として保存されます。

氏名の文字は正しい文字で記載されます。

これまでの手書きで作成された戸籍には、くずし字、書き癖などで書かれているものが多くありました。

戸籍が電算化されることにより、これらの文字は常用漢字、人名漢字、ひらがな、カタカナなどの戸籍に使える

文字として置き換えられることになります。

氏名の文字の取扱いなど、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

◆お問い合わせ先　住民課　163－0321

手書きで書かれている氏名の文字はどうなるの？

今までの戸籍はどうなるの？

電算化すると何が変わるの？

戸籍の電算化ってどういうこと？

平成24年１月から

戸籍事務の電算化がスタートします戸籍事務の電算化がスタートします

電算化前

電算化後

a
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≪9月の予定≫
＊3連休の初日・2日目は「1時間延長」営業

※9月19日(祝・月)は、平常どおりの閉館となります。

※9月25日(日)は、平常どおりの閉館となります。

≪10月の予定≫
＊3連休の初日・2日目は「1時間延長」営業

※10月10日(祝・月)は、平常どおりの閉館となります。

みなさまのご利用をお待ちしております！

9月17日（土） ※1時間延長：全施設
9月18日（日） 受付は午後8時30分まで（9時閉館）

9月23日（金） ※1時間延長：全施設
9月24日（土） 受付は午後8時30分まで（9時閉館）

10月8日（土） ※1時間延長：全施設
10月9日（日） 受付は午後8時30分まで（9時閉館）

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の駐車料金は
「１時間無料」となります。

（順不同・敬称略）

【申込み・問合せ先】〒638-0431 奈良県吉野郡天川村洞川784-32 洞川エコミュージアムセンター
10747-64-0999 50747-64-0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp

※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 

今年新たなシリーズ＝天川村伝統文化体験「名人に入門」名水で有名な「清流天ノ川」の落ちアユ漁に挑戦！
普通体験できないスペシャル教室。人数限定！めちゃめちゃうまい「落ちアユ」獲れるかな？

（少雨決行　ただし、大雨増水時中止）
【講師】天川村漁業協同組合長　小川彰信さん　ほか名人 【定員】20人（小学校高学年から）
【集合場所】天川村役場駐車場（役場から送迎） 【参加費】12,000円（小中学生１万円）
【持ち物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・水着（川の中にも入ります。道具類は主催者準備）

⑧伝統文化体験新シリーズ
清流天ノ川「落ちアユ乱引き」体験 9月10日（土）10：00～15：30



ビデオ上映会　
今年度最初の行事として、７月25日（月）午後７時より洞川公民館で、木村拓哉　主演の「スペ

ースバトルシップ　ヤマト」のビデオ上映会を行いました。洞川の子どもたち約20人の参加があり、
約２時間20分ビデオ鑑賞を楽しみました。

クリーンキャンペーン
８月４日（木）の午前中、洞川区内

小学生と育成会会員25人が集まり、昨
夜の「行者まつり」で賑わった区内の

清掃活動を行いました。中学生は、龍

泉寺周辺を担当しました。たばこの吸

い殻が一番多く、ジュースやビールの

空き缶、お菓子の袋などを、一つ一つ丁寧に拾っていきました。みんなが洞川をきれいにしたいと

いう気持ちで、一生懸命頑張りました。終了後は見違えるようにきれいな洞川になりました。

ふれあいキャンプ
洞川区内の子どもたちが一緒に集

まって楽しい時間を過ごし、絆を深

めよう、ということで、今年度から

の新しい取り組みとして、８月11日
（木）幼稚園児、小学生、中学生22人
が参加して、洞川キャンプ場で実施しました。

まず最初に、みんなでカレーを作りました。子どもたちも人参や

ジャガイモ、タマネギを切る作業を手伝いました。ビンゴゲームを

しているあいだに、カレーが炊きあがりました。ご飯は、飯ごうで

炊きました。みんなで協力して作ったので本当に美味しくて、子ど

もたちは何回もおかわりをしていました。その後のドッジボール、

スイカ割りなどもみんなで助け合いながら楽しい時間を過ごすこと

ができました。汗を一杯かいたあとのスイカの味は格別で、おいし

くいただきました。

午後３時半頃終了しましたが、時間の経つのも忘れるほど楽しみまし

た。こどもたちは、「カレーおいしかったなあ！」「来年も絶対やってや、

来てない子を誘ってくるわ」などといいながら帰路につきました。

9

洞川地区青少年健全育成会　夏の活動報告

1

2

3
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日 曜日

16 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室 燃焼

17 土 閉　　　　館　　　　日

18 日 閉　　　　館　　　　日

19 月 閉　　　　館　　　　日（敬老の日）

20 火 診　　察 検 査 日 資源１

21 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室説明会 燃焼

22 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ 資源２

23 金 閉　　　　館　　　　日（秋分の日）

24 土 閉　　　　館　　　　日

25 日 閉　　　　館　　　　日

26 月 診　　察 診　　察 燃焼

27 火 診　　察 検 査 日 資源１

28 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗大

29 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

30 金 診　　察 診　　察 燃焼

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

運動機能向上教室
脳のトレーニング教室

・ごみ収集　9月の予定表・ごみ収集　9月の予定表
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＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

1 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

2 金 診　　察 診　　察 燃焼

3 土 閉　　　　館　　　　日

4 日 閉　　　　館　　　　日

5 月 診　　察 診　　察 燃焼

6 火 診　　察 検 査 日 資源１

7 水 診　　察 診　　察 粗大

8 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

9 金 診　　察 診　　察 燃焼

10 土 閉　　　　館　　　　日

11 日 閉　　　　館　　　　日

12 月 診　　察 診　　察 燃焼

13 火 診　　察 検 査 日 資源１

14 水 診　　察 診　　察 粗大

15 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

国保診療所・ほほえみポート天川　国保診療所・ほほえみポート天川　　
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検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。 連絡先　163－9110

毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も9月より開催します！専門指導員による体操や
ストレッチを行なうことにより、運動不足の解消や、日常生活を行なう上での身体能力を高めます。みな
さまのご参加をお待ちしています！

認知症予防の一環として、毎年好評の「脳のトレーニング教室」を今年も開催します！
みなさまのご参加をお待ちしています！
●「脳のトレーニング教室」は、こんな教室です●

♪週1回の教室で、仲間との会話と学習を楽しみます。
♪教室のない日も毎日約10分程度でできる自宅教材があります。
♪脳の活性化に効果のある「簡単な計算」「読み書き」教材を使用するため、
気軽に取り組んでいただけます。

今月のうさちゃんくらぶは、9月22日（木）に開催します。みなさんふるってご参加くださいね。
詳しいご案内は個人通知します。日焼けしたみなさんにお会いできることを楽しみにしています！

日頃、目・鼻・耳・のどの症状でお悩みの方を対象に、眼科・耳鼻科検診を実施します。（検診のため、
治療やお薬の処方はできません。あらかじめご了承ください。）
受診のお申込を頂いた方に、後日詳しいご案内をさせていただきます。

日　　程：10月1日（土） 13：15～15：30
場　　所：ほほえみポート天川　2階
申込方法：ほほえみポート天川内　住民課までお電話下さい。

＊ 申込が25名に達し次第、受付を終了させて頂きますので、受診を希望される
方は、お早めにお申込ください。
＊ 検診当日は、ほほえみバスの運行がありませんので、送迎をご希望の方は、
お申し込み時にお申し出下さい。

保 健 事 業
の お 知 ら せ

へき地巡回検診（眼科・耳鼻咽喉科）のご案内

脳のトレーニング教室のお知らせ

うさちゃんくらぶのご案内

運動機能向上教室のお知らせ

○参加対象：天川村に住民票をおく65歳以上の人。
○開催日時：9月16日（金）～翌年3月までの毎週金曜日　

10時30分～12時
○会　　場：ほほえみポート天川　2階
○お申込み：ほほえみポート天川内住民課までお電話にてお申込み下さい。

○参加対象：天川村に住民票をおく65歳以上の人。お1人で会場まで通える方。
○開催日時：9月下旬～翌年3月までの毎週水曜日、または金曜日

9時30分～12時　※お1人の学習時間は30分程度です。
○会　　場：ほほえみポート天川　2階
○参加費用：毎月　500円
○お申込み：ほほえみポート天川内住民課までお電話にてお申込ください。
※9月21日（水）に参加者説明会を開催しますので、参加を希望される方は説明会にぜひご出席下
さい。（申込み後、詳しいご案内をさせていただきます。）



13

救急出動件数は、全国的に年々増加しています。その中には、緊急性がないのに出動を依頼される

こともあり、本当に緊急性のある傷病者への対応に支障がでかねない状況となっています。

中吉野広域消防組合での平成22年中の救急活動では、出動件数は1,644件　搬送人員1,572人

搬送と過去最高となっており、5年前と比べ約1.1倍増加しています。また、要請から現場到着まで

の平均時間が約8.0分となっており、5年前の平均時間6.2分からは約2.0分延長しています。

この傷病者のうち695人が軽症患者であり、これは救急搬送者数の約44％にあたります。かすり

傷程度で呼んだり、急を要する病気ではないが、どこの病院に行けばよいのかわからないので呼ぶな

ど、安易な要請が「出動件数の増加」及び「現場到着時間の延長」の要因になっています。

当消防組合は、2町2村を管轄しており、救急車は、各消防署・出張所に1台ずつ計4台配置してい

ます。119番通報があった場合、近くの消防署・出張所の救急車が出動しますが、もし出動中であ

った場合には他の救急車が出動することになり、現場到着に時間を要してしまうのです。

このままでは、1分1秒を争う、助かるはずの命を救えなくなることを心配しています。

緊急の事故や病気でいつ自分の家族や友人に救急車が必要になるかわかりません。そのとき尊い生

命を救うため、いつでも救急車が利用できるよう、適正な利用をお願いします。

119番をする前に、自家用車やタクシーが利用できないか、もう一度考えてみて下さい。

当消防組合では平成22年度より庁舎に設置しているＡＥＤ（自動体外式除細動器）の無償貸出し

を実施しています。

管内で実施する各種イベントや競技会などで、万が一に備えるため貸出しを希望される方は消防本

部までご連絡下さい。

なお貸出しにあたっては、各種イベントや競技会に普通救命講習、上級救命講習その他これらに類

する講習を修了した者の参加が条件となっています。

※　詳しくは下記の連絡先までお電話下さい。

中吉野広域消防組合消防本部・大淀消防署　救急係

TEL 0747－52－1199（代）

http：//www.nakayoshino.or.jp/

���������
���������

「9月9日は救急の日」
～救急車の適切な利用をお願いします。～

～　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の無償貸出しについて　～
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9月11日は「警察相談の日」

奈良県警察では、本部や各警察署に「ナポくん相談コーナー」
を設置して、専任の相談員が
・犯罪等による被害の未然防止に関する相談
・安全と平穏に関する相談

を受け付け、問題の解決に向けたアドバイスを行っています。

☆☆☆☆ 本本本本 部部部部 相相相相 談談談談 電電電電 話話話話 ☆☆☆☆
プッシュ回線　♯9110
ダイヤル回線　10742－23－1108
ＦＡＸ回線　　10742－24－0874

☆☆☆☆中中中中吉吉吉吉野野野野警警警警察察察察署署署署相相相相談談談談電電電電話話話話☆☆☆☆
153ー0110（内線216）

事件事故などの通報は
緊急通報ダイヤル
相談ごと・心配ごとなどは
警察相談ダイヤル

110番

＃9110

事件事故などの通報は
緊急通報ダイヤル
相談ごと・心配ごとなどは
警察相談ダイヤル

使い分けよう2つの110番

ご存じですか?
「ナポくん相談コーナー」

9月11日は「警察相談の日」



15

���������
���������

警　察　の　各　種　相　談　窓　口

相　談　内　容 相　談　場　所 電　話　番　号 対 応 時 間 等

24時間

県民サービス課
10742－23－1108 ※閉庁日及び夜間

＃9110 は本部当直員が
対応

暴力110番 10742－25－0110
同　　上

暴力団離脱110番 10742－23－9384

けん銃110番
10742－22－1074

同　　上
10120－10－3774

悪質商法110番 10742－24－9441 同　　上

覚せい剤110番 10742－33－1818 同　　上

極左110番 10742－27－0110 同　　上

少年サポートセンター 10742－22－0110
同　　上

中南和少年サポートセンター 10744－27－4544

性犯罪被害相談110番 10742－24－4110 同　　上

原付試験手続 10744－24－9120
うっかり失効手続 10744－25－5524

すべての番号がテ
更新手続 10744－22－5541

ープでの音声案内
再交付手続 10744－22－5541
国外免許証手続 10744－24－9160

日本道路交通情報センター 1050－3369－6629 月～金　9：00～
♯8011 17：00

10742－34－5349 ※時間外はテープ
交通管制センター 10742－36－1620 案内
（FAXサービス） ＦＡＸは24時間

受付

月～金　8：30～
17：15

警　　務　　課 10120－351－204
※閉庁日及び時間
外は音声ガイダ
ンスが流れ留守
番電話

警 察 総 合 相 談

暴力団に関すること

けん銃に関すること

悪質商法に関すること

薬 物 に 関 す る こ と

過激派に関すること

少 年 に 関 す る こ と
（ヤング・いじめ110番）

性 犯 罪 被 害 相 談

運転免許に関すること
（テレホンサービス）

道 路 交 通 情 報

警察官採用フリーダイヤル
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お し ら せ

平
成
二
十
三
年
第
五
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
七
月
十
九
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

会
期
に
つ
い
て
は
七
月
十
九
日
の
一
日
間

と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

〜
契
約
の
締
結
〜

◇
弥
山
橋
橋
梁
架
設
下
部
工（
Ａ
一
）工
事
に

か
か
る
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

▽
弥
山
橋
橋
梁
架
設
下
部
工（
Ａ
一
）工
事
の

請
負
契
約
の
変
更
に
関
す
る
も
の
で
す
。

◇
弥
山
橋
橋
梁
架
設
下
部
工（
Ａ
二
）工
事
に

か
か
る
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

▽
弥
山
橋
橋
梁
架
設
下
部
工（
Ａ
二
）工
事
の

請
負
契
約
の
変
更
に
関
す
る
も
の
で
す
。

◇
天
川
村
農
業
委
員
会
の
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

▽
天
川
村
大
字
洞
川
四
九
〇
番
地
の
九

阪
本
正
英
　
氏

▽
天
川
村
大
字
沖
金
九
五
番
地
の
一

赤
井
公
司
　
氏

▽
天
川
村
大
字
栃
尾
三
五
二
番
地

堀
川
享
子
　
氏

▽
天
川
村
大
字
塩
野
九
九
〇
番
地

鶴
岡
壇
定
　
氏

以
上
の
四
人
の
方
々
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

推
薦
事
項

可
決
事
項

他
の
多
く
の
膠
原
病
で
も
報
告
さ
れ
て
お

り
、
今
や
膠
原
病
を
む
や
み
に
怖
れ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

膠
原
病
は
、
発
熱
や
筋
肉
痛
・
関
節
痛
な

ど
で
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ら

の
症
状
が
続
く
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
に
早
め
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

奈
良
県
医
師
会

次
の
二
ヶ
所
で
実
施
し
ま
す
。

【
経
済
会
館
】

▼
日
時：

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日
（
月
）

午
前
九
時
〜
正
午
・
午
後
一
時
〜
四
時

▼
場
所：

大
和
高
田
市
大
中
一
〇
六
―
二

【
奈
良
弁
護
士
会
館
】

▼
日
時：

平
成
二
十
三
年
十
月
五
日
（
水
）

午
前
九
時
〜
正
午
・
午
後
一
時
〜
四
時

▼
場
所：

奈
良
市
中
筋
町
二
十
二
番
地
の
一

▼
予
約
受
付
（
但
し
土
・
日
・
祝
日
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
）

・
九
月
十
二
日
（
月
）
〜
九
月
二
十
九
日

（
木
）
ま
で
。

・
電
話
予
約
　
奈
良
弁
護
士
会

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
二
〇
三
五
で
先

着
順
。
相
談
時
間
一
人
三
十
分
間
。

県
下
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
就
職
を
希

望
す
る
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
時
と
場
所

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
こ
の
面
接
会
の
参
加
企
業
は
な
ど

膠
原
病（
こ
う
げ
ん
び
ょ
う
）

は
怖
く
な
い

膠
原
病
と
い
う
病
気
を
お
聞
き
に
な
っ
た

こ
と
が
お
あ
り
で
す
か
？
　
膠
原
病
と
い
う

名
前
を
聞
く
と
す
ぐ
に
、
原
因
不
明
で
治
療

法
の
な
い
「
難
病
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
頭

に
浮
か
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
膠
原
病
は
、

免
疫
機
能
の
異
常
に
よ
り
身
体
の
複
数
の
臓

器
に
慢
性
の
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
、
二
十

ほ
ど
の
病
気
が
含
ま
れ
ま
す
。

さ
て
、
膠
原
病
は
本
当
に
「
難
病
」、「
怖

い
病
気
」
で
し
ょ
う
か
？

膠
原
病
の
診
断
法
・
治
療
法
は
着
実
に
進

歩
し
て
い
ま
す
。
膠
原
病
患
者
さ
ん
の
血
液

中
に
は
、
抗
体
と
呼
ば
れ
る
蛋
白
質
（
た
ん

ぱ
く
し
つ
）
が
異
常
に
増
え
る
こ
と
が
わ
か

り
、
特
定
の
膠
原
病
の
診
断
や
治
療
効
果
の

判
定
に
役
立
つ
抗
体
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
な

ど
の
進
歩
で
、
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
の
病
変
を

効
率
よ
く
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
治
療
法
の
進
歩
で
患
者
さ
ん
の

生
存
率
は
著
し
く
改
善
し
ま
し
た
。例
え
ば
、

膠
原
病
の
代
表
的
疾
患
に
「
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
ー
デ
ス
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）」
と
い
う
病
気
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
は
若
い
女
性
に
多
く

発
症
す
る
膠
原
病
で
、
皮
膚
、
関
節
、
腎
臓

な
ど
に
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。
一
昔
前
は
、

Ｓ
Ｌ
Ｅ
は
五
年
間
で
半
数
以
上
の
方
が
亡
く

な
る
、
ま
さ
に
「
難
病
」
で
し
た
。
し
か
し
、

現
在
は
五
年
間
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
は
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
下
で
す
。
生
存
率
の
改
善
は
、

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
北
和
会
場
】

▼
日
時：

平
成
二
十
三
年
十
月
十
九
日
（
水
）

午
後
一
時
〜
午
後
三
時
半

▼
場
所：

な
ら
一
〇
〇
年
会
館
（
奈
良
市
三

条
宮
前
町
七
番
一
号
）

【
中
南
和
会
場
】

▼
日
時：

平
成
二
十
三
年
十
月
十
二
日
（
水
）

午
後
一
時
〜
午
後
三
時
半

▼
場
所：

奈
良
県
産
業
会
館
（
大
和
高
田
市

幸
町
二
番
三
十
三
号
）

▼
お
問
合
せ
先：

◎
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
　
専
門
相
談
第
二

部
門
　
1：

〇
七
四
二
―
三
六
―
一
六
〇

一
（
四
三
＃
）

◎
大
和
高
田
公
共
職
業
安
定
所
　
専
門
相
談

部
門
　
1：

〇
七
四
五
―
五
二
―
五
八
〇

一
（
四
三
＃
）

◎
桜
井
公
共
職
業
安
定
所
　
求
人
専
門
相
談

部
門
　
1：

〇
七
四
四
―
四
五
―
〇
一
一
二

◎
下
市
公
共
職
業
安
定
所
　
職
業
相
談
部
門

1：

〇
七
四
七
―
五
二
―
三
八
六
七

◎
大
和
郡
山
公
共
職
業
安
定
所
　
求
人
専
門

相
談
部
門
　
1：

〇
七
四
三
―
五
二
―
四

三
五
五

農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
の
一
環
と
し

て
、
当
市
に
お
け
る
農
政
関
係
事
務
を
担
当

し
て
き
た
奈
良
農
政
事
務
所
、
奈
良
統
計
・

情
報
セ
ン
タ
ー
（
所
在
地
は
奈
良
市
）、
地

域
課
普
及
及
び
橿
原
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

（
所
在
地
は
橿
原
市
）
が
、
本
来
九
月
一
日

に
奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー（
所
在
地
は
奈
良
市
）

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

平
成
二
十
三
年
第
五
回
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

奈
良
県
農
政
事
務
所
（
奈
良
市
）

の
再
編
に
つ
い
て

「
法
の
日
週
間
」

記
念
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

就
職
面
接
会
の
ご
あ
ん
な
い
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に
再
編
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
設
置
さ
れ
る
奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー

で
は
、
引
き
続
き
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
等

の
農
業
経
営
の
安
定
や
農
山
漁
村
の
六
次
産

業
化
、
食
の
安
全
・
安
心
確
保
等
の
業
務
を

行
な
い
ま
す
。

◎
近
畿
農
政
局：
奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー
（
九

月
一
日
よ
り
）

所
在
地：

奈
良
県
法
蓮

町
三
八
七
　
奈
良
第
三
地
方
合
同
庁
舎

管
轄
地
域
　
奈
良
県

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
農
政
事
務
所

総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

1：

〇
七
四
二
―
三
二
―
一
八
七
〇

皆
さ
ん
の
周
り
で
高
齢
者
や
障
害
者
に
対

す
る
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待
な
ど
の

人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
の
で
は
…
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
一
人
一

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
皆
さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
人
権

に
関
す
る
様
々
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
の
で
お

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

▼
日
時：

平
成
二
十
三
年
九
月
五
日
（
月
）

か
ら
同
月
十
一
日
（
日
）

平
日：

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
七
時
ま
で

土
日：

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

▼
相
談
員：

奈
良
地
方
法
務
局
職
員
及
び
奈

良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
人
権
擁
護
委

員
▼
お
問
い
合
わ
せ
先：

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

1：

〇
五
七
〇
―
〇
〇
三
―
一
一
〇

奈
良
県
は
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
と
一
体

を
な
す
歴
史
的
風
土
と
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
地
で
す
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
自
然
・
歴
史
景
観
と
調

和
し
た
屋
外
広
告
景
観
を
創
造
す
る
た
め
、

以
下
の
取
組
を
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

一，

景
観
を
阻
害
し
て
い
る
違
反
屋
外
広
告

物
の
追
放

二，

屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守
及
び
屋
外
広

告
物
制
度
の
周
知
・
啓
発

三，

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
美
し
い
景
観
づ

く
り
の
推
進

四，

周
囲
の
景
観
に
配
慮
し
た
屋
外
広
告
物

の
掲
出

な
お
、
屋
外
広
告
業
を
営
む
場
合
は
奈
良

県
知
事
（
奈
良
市
内
の
場
合
は
奈
良
市
長
）

の
登
録
が
必
要
で
す
。
看
板
等
の
設
置
の
際

は
必
ず
登
録
事
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
に
は

各
市
町
村
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

遺
言
を
残
し
た
り
、
土
地
・
建
物
や
金
銭

の
賃
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
、
慰
謝
料
な

ど
に
つ
い
て
契
約
書
を
作
成
し
て
も
、
後
に

な
っ
て
、そ
の
文
書
の
内
容
が
不
明
確
と
か
、

要
件
を
欠
い
て
い
る
と
か
で
紛
争
に
な
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
公
正
証
書
に
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

ま
た
、
金
銭
の
賃
借
や
養
育
費
の
支
払
い

等
で
は
公
正
証
書
に
す
れ
ば
裁
判
を
せ
ず
に

直
ち
に
強
制
執
行
手
続
き
に
移
行
で
き
る
と

い
う
強
力
な
効
力
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
最
近
で
は
老
後
を
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
遺
言
や
任
意
後
見
契
約
の
公
正

証
書
を
作
成
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て
任
命

さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る
も
の
で
、
公
文

書
と
し
て
強
い
証
拠
力
、
執
行
力
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
、
さ

ら
に
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存
し
ま
す
の
で

紛
失
・
偽
造
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

公
証
業
務
に
関
し
て
相
談
ご
希
望
の
方

は
、
無
料
で
す
の
で
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に

左
記
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▼
相
談
日：

毎
週
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
は
除

く
）

▼
時
　
間：

午
前
九
時
〜
正
午
と
午
後
一
時

〜
五
時

▼
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ：

◎
奈
良
合
同
公
証
役
場
　
〒
六
三
〇
―
八
二

五
三
　
奈
良
市
内
侍
原
町
六
　
奈
良
県
林

業
会
館
三
階

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
二
九
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
七
四
二
―
二
二
―
三
〇
七
五

◎
高
田
公
証
役
場
　
〒
六
三
五
―
〇
〇
九
五

大
和
高
田
市
大
中
九
八
　
大
和
高
田
市
役

所
東
隣
お
が
わ
ビ
ル
三
階

1：
〇
七
四
五
―
二
二
―
七
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ：
〇
七
四
五
―
二
二
―
一
二
五
四

☆
な
お
、
公
証
週
間
中
（
土
・
日
含
む
）、

日
本
公
証
人
連
合
会
で
は
、
左
記
に
よ
る

「
電
話
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談

屋
外
広
告
物
を
適
正
に
！

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

「
公
証
週
間
」
で
す
。

1：

〇
三
―
三
五
〇
二
―
八
二
三
九

◎
受
付
時
間：

午
前
九
時
半
〜
正
午
と
午
後

一
時
か
ら
四
時
半

九
月
十
九
日
（
月
・
祝
）
敬
老
の
日
、
公

益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
奈
良
支
部
（
支
部
長：

嶋
田

潤
）、
奈
良
県
司
法
書
士
会
（
会
長：

大
西

輝
治
）、
並
び
に
一
般
社
団
法
人
奈
良
県
社

会
福
祉
士
会
（
会
長：

面
谷
宗
良
）
で
は
、

下
記
の
と
お
り
、「
全
国
一
斉
成
年
後
見
無

料
相
談
会
」
及
び
「
遺
言
と
成
年
後
見
制
度

に
関
す
る
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

昨
今
で
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
加
え
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺
商
法
は

一
向
に
衰
え
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
成
年

後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的
障
が
い
・
精

神
障
が
い
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
々
が
、
財
産
侵
害
を
受
け
た
り
、
人
間
と

し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
法
律
面
や
生
活
面
で
保
護
・

支
援
す
る
身
近
な
し
く
み
で
す
。

相
談
会
で
は
、
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
養

護
者
の
方
々
の
不
安
や
ご
相
談
に
お
応
え
し

ま
す
。
相
談
会
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
に
所
属
司
法
書
士
と
、
身
上
監
護
の

専
門
家
で
あ
る
社
会
福
祉
士
に
よ
り
相
談
員

の
二
人
体
制
に
て
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
幅

広
い
ケ
ー
ス
へ
の
相
談
対
応
が
可
能
で
す
。

◎
遺
言
と
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
説
明
会

▼
日
時：

平
成
二
十
三
年
九
月
十
九
日

（
月
・
敬
老
の
日
）
午
後
一
時
〜
午
後
三

時
（
午
後
十
二
時
半
開
場
）

「
全
国
一
斉
成
年
後
見
無
料
相
談
会
」

及
び
「
遺
言
と
成
年
後
見
制
度
に
関

す
る
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
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▼
場
所：

①
奈
良
商
工
会
議
所
四
階
中
ホ
ー
ル
（
奈
良

市
登
大
路
町
三
十
六
番
地
の
二
）

②
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
・
橿
原
市
文
化
ホ

ー
ル
四
階
（
橿
原
市
小
房
町
十
一
番
五
号
）

▼
内
容：
◆
第
一
部
　
遺
言
と
成
年
後
見

説
明
会
（
午
後
一
時
〜
）
◆
第
二
部
　
任

意
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
　
説
明
会

（
午
後
二
時
〜
）

▼
受
講
料：

無
料
（
事
前
申
込
制
）

▼
申
込
先：

奈
良
県
司
法
書
士
会

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
六
六
七
七

◎
全
国
一
斉
成
年
後
見
無
料
相
談
会

▼
日
時：

平
成
二
十
三
年
九
月
十
九
日

（
月
・
敬
老
の
日
）〈
事
前
予
約
制
〉

午

後
一
時
〜
午
後
四
時
半
　
※
予
約
の
際
に

時
間
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
場
所：

①
奈
良
商
工
会
議
所
四
階
中
ホ
ー
ル
他
（
奈

良
市
登
大
路
町
三
十
六
番
地
の
二
）

②
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
・
橿
原
市
文
化
ホ

ー
ル
四
階
（
橿
原
市
小
房
町
十
一
番
五
号
）

▼
相
談
料：

無
料
（
事
前
予
約
制
）

▼
予
約
先：

奈
良
県
司
法
書
士
会

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
六
六
七
七

平
成
十
二
年
四
月
に
成
年
後
見
制
度
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
早
く
も
十
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。

司
法
書
士
は
、
制
度
誕
生
よ
り
積
極
的
に

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、
平
成
十
五
年
度
以
来
、
八
年
連
続

で
第
三
者
後
見
人
（
親
族
以
外
の
後
見
人
）

等
と
し
て
最
も
多
く
選
任
さ
れ
て
お
り
ま

す
。ま

た
司
法
書
士
は
、
成
年
後
見
業
務
を
は

じ
め
と
し
て
、
登
記
業
務
・
訴
訟
業
務
・
債

務
整
理
業
務
及
び
相
談
業
務
等
を
通
し
て
、

高
齢
者
の
虐
待
を
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に

発
見
し
や
す
い
立
場
に
あ
り
、
平
成
十
八
年

四
月
に
施
行
さ
れ
た「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、

高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す

る
法
律
」
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
福
祉
に
職

務
上
関
係
の
あ
る
者
と
し
て
、
高
齢
者
の
虐

待
に
対
す
る
早
期
発
見
努
力
義
務
が
課
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
司
法
書
士
は
、「
く
ら
し
の

法
律
家
」
と
し
て
、
市
民
の
権
利
擁
護
に
寄

与
し
ま
す
。

▼
本
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

奈
良
県
司
法
書
士
会
　
事
務
局

◎
住
所：

〒
六
三
〇
―
八
三
二
五
　
奈
良
市

西
木
辻
町
三
二
〇
番
地
の
五

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http：
//narashihou.or.jp/

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
六
六
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ：
〇
七
四
二
―
二
二
―
六
六
七
八

県
で
は
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
県
の
四
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
下
水
道
施
設
の
見
学

会
及
び
楽
し
い
無
料
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。（
イ
ベ
ン
ト
は
宇
陀
川
、
吉
野
川
は
日

曜
の
み
）

▼
標
題：

親
子
で
施
設
見
学

〜
下
水
道
っ
て
な
あ
に
〜

▼
日
時：

九
月
十
日
（
土
）
〜
九
月
十
一

（
日
）
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
（
受
付
は

午
後
三
時
ま
で
）

◎
浄
化：

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
、
わ
た
あ
め
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
コ

ー
ナ
ー

◎
第
二：

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

◎
宇
陀
川：

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
大
会
、

金
魚
す
く
い
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
コ
ー
ナ
ー

◎
吉
野
川：

ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
体
験
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト

▼
場
所：

◎
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
大
和
郡
山
市
）

1：

〇
七
四
三
―
五
六
―
二
八
三
〇

◎
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
広
陵
町
）

1：

〇
七
四
五
―
五
六
―
三
四
〇
〇

◎
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
宇
陀
市
）

1：

〇
七
四
五
―
八
二
―
五
七
二
五

◎
吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
五
條
市
）

1：

〇
七
四
七
―
二
二
―
八
六
三
一

当
日
、
現
地
に
て
申
し
込
み
を
受
付
し
ま

す
。（
団
体
の
場
合
は
前
日
ま
で
に
）

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
を
考
え
る
催
し
で
す
。

▼
主
　
催：

な
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会

▼
日
　
時：

平
成
二
十
三
年
十
月
八
日
（
土
）

午
前
十
時
〜
午
後
十
五
時

▼
場
　
所：

大
和
高
田
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

大
和
高
田
市
本
郷
町
六
番
三
十
六
号

▼
内
　
容：

入
場
は
無
料
で
す
。

▼
屋
内
ホ
ー
ル：

（
午
前
）
開
会
式
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
午
後
）
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
　
麻
生
恵
さ

ん
の
公
演

▼
屋
　
外：

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
せ
ん
と
く
ん
等
・
金
魚
す

第
十
七
回

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

く
い
コ
ー
ナ
ー

▼
展
示
等：

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
掲
示
・
啓

発
ビ
デ
オ
放
映
、
啓
発
グ
ッ
ズ
展
示
・
法

務
局
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
コ
ー
ナ
ー
・

人
権
相
談
コ
ー
ナ
ー
・
模
擬
店
・
物
産
展

各
市
町
村
、
関
係
団
体
か
ら
の
出
展

▼
問
い
合
わ
せ
先：

住
民
課
内
　
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
活
動

推
進
本
部
事
務
局

1
六
三
―
〇
三
二
一
（
内
線
一
六
〇
）

国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
制
度
で

す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加

入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

◎
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職

の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は
ご
自
分
で
住

所
地
の
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

◎
第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
加

入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

◎
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
の
方
で
、
加
入
手
続
き
は
第
２
号
被
保

険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
・
天
川
村

お し ら せ

九
月
十
日
は
下
水
道
の
日
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
方
法
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お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）
九
月
一
日
（
木
）
午
前
十
時
半

〜
十
一
時
半
　
予
約
必
要

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）
九
月
十
三

日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
不
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）
九
月
二
十
二
日
（
木
）
午
後
三

時
〜
四
時
　
予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）
九
月
二
十
六
日
（
月
）
午
後
二
時
〜

三
時
　
予
約
必
要

▼
場
　
所：

奈
良
県
医
師
会
館
・
一
階
　
県

民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅

か
ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二
　
橿
原

市
内
膳
町
五
―
五
―
八
　
奈
良
県
医
師
会

各
主
催
部
会

1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

▼
募
集
種
目：

防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医

科
大
学
校
学
生
・
看
護
学
生

▼
受
験
資
格：

◎
防
衛
大
学
校
生
【
推
薦
】
十
八
歳
以
上
二

十
一
歳
未
満
の
者
（
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
現
在
）（
高
卒
見
込
含
む
）【
推
薦
に

つ
い
て
は
、
高
等
学
校
長
の
推
薦
等
が
別

途
必
要
で
す
。】【
一
般
】
十
八
歳
以
上
二

十
一
歳
未
満
の
者
（
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
現
在
）（
高
卒
見
込
含
む
）

◎
防
衛
医
科
大
学
校
学
生：

十
八
歳
以
上
二

十
一
歳
未
満
の
者
（
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
現
在
）（
高
卒
見
込
含
む
）

◎
看
護
学
生：

十
八
歳
以
上
二
十
四
歳
未
満

の
者
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
現
在
）

▼
受
付
期
間：

◎
防
衛
大
学
校
生
【
推
薦
】：

平
成
二
十
三

年
九
月
五
日
（
月
）
〜
九
月
八
日
（
木
）

◎
防
衛
大
学
校
生
【
一
般
】：

平
成
二
十
三

年
九
月
五
日
（
月
）
〜
九
月
三
十
日
（
金
）

◎
防
衛
医
科
大
学
校
学
生：

平
成
二
十
三
年

九
月
五
日
（
月
）
〜
九
月
三
十
日
（
金
）

◎
看
護
学
生：

平
成
二
十
三
年
九
月
五
日

（
月
）
〜
九
月
三
十
日
（
金
）

▼
試
験
期
間：

◎
防
衛
大
学
校
生
【
推
薦
】：

平
成
二
十
三

年
九
月
二
十
四
日
（
土
）
及
び
二
十
五
日

（
日
）

◎
防
衛
大
学
校
生
【
一
般
】：

◆
一
次
試

験：

平
成
二
十
三
年
十
一
月
五
日
（
土
）

及
び
六
日
（
日
）
◆
二
次
試
験：
平
成
二

十
三
年
十
二
月
十
三
日
（
火
）
か
ら
十
七

日
（
土
）
ま
で
の
指
定
さ
れ
た
日

◎
防
衛
医
科
大
学
校
学
生：

◆
一
次
試

験：

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
九
日
（
土
）

及
び
三
十
日
（
日
）
◆
二
次
試
験：

平
成

二
十
三
年
十
二
月
七
日
（
水
）
か
ら
九
日

（
金
）
ま
で
の
指
定
さ
れ
た
日

◎
看
護
学
生：

◆
一
次
試
験：

平
成
二
十

三
年
十
月
二
十
二
日
（
土
）
◆
二
次
試

験：

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
九
日
（
土
）

又
は
二
十
日
（
日
）

▼
特
色：

◎
防
衛
大
学
校
生
【
一
般
】：

幹
部
自
衛
官

を
養
成
す
る
学
校
。
四
年
間
の
課
程
を
経

て
、
陸
・
海
・
空
の
幹
部
候
補
生
学
校

（
約
一
年
）
を
卒
業
す
る
と
幹
部
に
な
り

ま
す
。

◎
防
衛
医
科
大
学
校
学
生：

自
衛
隊
の
医
師

で
あ
る
幹
部
自
衛
官
を
養
成
す
る
学
校
。

卒
業
後
、
各
幹
部
候
補
生
学
校
（
六
週
間
）

で
教
育
を
受
け
た
う
え
、
医
師
国
家
試
験

に
合
格
し
た
者
は
、
医
師
免
許
が
与
え
ら

れ
、
幹
部
自
衛
官
（
二
尉
）
に
な
り
ま
す
。

◎
看
護
学
生：

陸
上
自
衛
隊
で
看
護
業
務
を

行
う
看
護
陸
曹
（
看
護
士
）
を
養
成
す
る

コ
ー
ス
。
三
年
間
の
高
等
学
校
で
の
教
育

の
後
、
国
家
試
験
を
受
験
し
ま
す
。

※
資
格
は
、
男
女
共
通
で
す
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ：

〒
六
三
七
―
〇
〇
〇
四

五
條
市
今
井
五
丁
目
一
―
十
二
　
サ
ン
タ

ウ
ン
二
階
　
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

五
條
地
域
事
務
所
　
1：

〇
七
四
七
―
二

二
―
三
七
八
九

自
衛
官
各
種
募
集
の
ご
案
内

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

地域福祉ボランティア基金

金、100,000円

洞川　新子　正明 様

（亡父、喜三郎様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金

金、100,000円

洞川　田辺　実 様

（亡父、柳谷正親様ご供養として）

ありがとうございました



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 47.52トン
前月比 171.49％
前年同月比 110.80％

不燃 2.80トン
前月比 93.02％
前年同月比 65.12％

資源 8.13トン
前月比 91.35％
前年同月比 88.85％

粗大 1.50トン
前月比 92.02％
前年同月比 96.77％

7月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.lg.jp

広
報
 

平
成

23年
８
月

31日
発
行
　
通
巻
415号

村のうごき

人
口

1,728人
（
－
８
）

2011年
７
月
31日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女907人
（
－
５
）

男821人
（
－
３
）

世
帯
数

749戸
（
＋
１
）

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 

～音楽のプレゼントが届いたよ！～ ～音楽のプレゼントが届いたよ！～ 
８月５日（火）天川中学校音楽クラブ（８人）による演奏会が天川幼稚園で開かれました。最初は少し緊張

気味だったこども達でしたが、園児達がよく知っている曲が演奏されると、身体を揺り動かしたり歌をくちず

さんだりする姿が見られ、音楽の楽しさを身体で感じていました。また、楽器に触れたり園歌を一緒に歌った

りする中で、すっかり緊張もほぐれ笑顔でお兄ちゃんやお姉ちゃんに話しかける姿も見られました。

音楽クラブのお兄ちゃんお姉ちゃんから、素敵な音楽のプレゼントを一杯届けてもらった園児達は、「中学生

になったら、お兄ちゃんお姉ちゃんみたいに楽器を弾きたいな！」と目を輝かせながら興奮気味に友達と話を

していました。


